
令和５年度

新たな都市デザインあり方検討

都市デザイン室



振り返り

●温故知新
●やり残したこと
●市民の評価
●今後も継承すべき
都市デザインの強み人間にとって重要な価値を大切にする

７つの目標
①歩いて楽しい
➁地形や風土を大切に
③歴史や文化を大事にする
④緑を豊かにする
⑤水辺を大切にする
⑥人が集う広場を増やす
⑦人の心を動かす美しさ

実践

これまでの都市デザイン

新たな潮流を
つかむ

●社会の変化
●横浜の変化

新たな都市デザイン
ありかた検討

7つの目標
➜整理して加筆
アップデート

具体的取組み

展覧会・
アンケート
ヒアリング

１新たな都市デザインあり方検討の全体像（イメージ）

令和４年度の主な取組み

魅力と個性のある
人間的な都市空間の創造

理
念

魅力と個性のある
人間的な都市空間の創造
➜都市デザインそのもの
継承していく

理
念

望まれる暮らし

●ボトムアップ
●市民感覚／
企業感覚

×

×

未来会議
ワーキング

理念と実践
×

都市デザイン室の
役割の再設定？
＋アクションプラン？

未来会議
レクチャー

他

相互影響
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【概要】
●横浜での住む、働く、遊ぶなどの暮らし全般の観点からも
社会や横浜の状況の変化を捉え、新たな潮流をつかむことを目的

●都市横浜の未来を共に考え、個性と魅力あるまちづくりについての
幅広いアイデアを共有する全６回のワークショップ

【参加者】
横浜市職員16名
（区役所、港湾局、建築局、医療局、市民局、環境創造局、道路局）

大学生５名
（東京大学、早稲田大学、ICU、工学院大学、関東学院）

会社員12名
（三菱地所、東急、相鉄ビジネスサービス、KTグループ 他）

自営業４名
市民団体その他２名

２未来会議の開催

平均年齢：約38歳
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第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

3/6

3/24

12/12

12/23

1/16

2/14

グループワーク
「未来のありたい暮らし」

個人ワーク
未来のありたい暮らし
へ向けた取組み
（プロジェクト・仕組み）

２未来会議の開催
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洋光台：団地再生・
深谷通信施設地区・

泉ゆめが丘・

・山下ふ頭

・根岸・本牧

関内外・
廃校の活用

たまプラ×東急・

農のある暮らし

青葉台：団地再生・

MMのエリマネ・
東口・

旧上瀬谷
通信施設地区

金沢シーサイドタウン
の再構築

・本郷台：駅前リビング
公共施設群建替え

港北ニュータウンの
アップデート

・金沢ロングビーチ

企業の福利厚生施設の開放

・中央卸売市場の観光機能強化

1. 都市デザイン横浜の継承と革新
: 未来の普遍的価値を見つける

2. 都心部の可能性
: 開港のまちのこれまでとこれから

3. 海をひらく
: 官民連携で海の価値を高める

4. 水と農と緑のある暮らし
: 横浜らしいライフスタイル

5. 横浜のコミュニティ再生
: 集まって暮らすことを考える

参加者の希望を元に
グループ分け

２未来会議の開催＿検討テーマの設定
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第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

3/6

3/24

12/12

12/23

1/16

2/14

横浜国立大学
野原卓先生

横浜暮らしの可能性を知る
横浜市立大学
三輪律江先生

都市デザインの基本的な考え方

key word
〇子育ち、ケアの視点から
の都市デザイン

〇ダイバーシティ
〇ライフステージごとの
まちとの接点

key word
〇都市デザイン
＝大きなまちづくりと
小さなまちづくりの調停

＝まちを変える仕組み
＝豊かさの根っこ探し

２未来会議の開催＿メンター・ゲスト講師の講義

グループ発表

個人発表
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第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

3/6

3/24

12/12

12/23

1/16

2/14

水辺総研
滝澤恭平氏

社会課題と企業と公共
ソーシャルX
伊藤大貴氏

都市のレジリエンスを高める環境と社会のデザイン

key word
〇準公共分野と官民共創
〇企業が社会課題の問いを
立て費用も出す時代

key word
〇流域治水〇生態系、水循環を
市民、民間、行政協働で育み、気
候変動や災害に対して、しなやか
な余力のあるレジリエンスな街へ

２未来会議の開催＿メンター・ゲスト講師の講義

グループ発表

個人発表
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第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第６回

3/6

3/24

12/12

12/23

1/16

2/14

東京大学
羽藤英二先生

これからのコミュニティデザインとウェルビーイング
東京都市大学
坂倉杏介先生

都市はこれからどこへ行くのか？

key word
〇個人のウェルビーングと
地域社会のイノベーション
を実現させる

〇コミュニティマネジメント
〇創造的なエラー

key word
〇ローカルアイデンティティ
の共有
〇リニアによる東京拡大に取
り込まれない横浜のあり方

２未来会議の開催＿メンター・ゲスト講師の講義

グループ発表

個人発表



・多元的な自分らしさを支える環境としての都市
→市民一人ひとりが自分らしい暮らしを
「選択」できる

・人間中心の継承
これまで「ヒューマニティ」
これから「パーソナリティ」生命中心

→「わたし中心」×「中庸・寛容」

・場／人、人／人、場／場などの間をデザイン
→多様な選択と組み合わせ
（ Pluriverse＝多元的な世界）

1. 都市デザイン横浜の継承と革新 : 未来の普遍的価値を見つける

２未来会議の開催＿グループワーク



2. 都心部の可能性 : 開港のまちのこれまでとこれから

3. 海をひらく: 官民連携で海の価値を高める

・リアルな都心部ならではの魅力を創出
・様々な主体が集まる都心部

→それぞれが実現したい暮らし（具材）のある都心
→暮らしと暮らしをつなぎ留める、
共有する場（ピック）の必要性

・官民共創で 共通の価値観を生み出し、制度改革、
クラファンなどを活用しながら、段階的に変化を促す

・眺めるだけの水辺から、触れて楽しむ水辺へ
・未来の港湾観光都市には海との共生が求められる
・多様な海のあり方が横浜の価値、競争力になる

２未来会議の開催＿グループワーク



・横浜らしい身近な自然の再評価
→生活圏に点在する小さい農地
暮らしに近い森
様々な流域環境がコンパクトにつながる横浜

〇生活に接した部分での小さな自然の再生
〇自然を通した教育による地域への還元
〇コミュニティの場としての自然の結節点

4. 水と農と緑のある暮らし: 横浜らしいライフスタイル

5. 横浜のコミュニティ再生: 集まって暮らすことを考える
• コミュニティは多様化する一方で人口（担い手）は減少
• 行政で担う仕事も大部分が民間や個人へと移行
→小さな力を集約：個人の「とくい」が地域の「ほしい」
に変わるマッチングと利他の循環システム

→流動的なサービスや拠点：自分にフィットするグラデー
ションのように選べるコミュニティとそのあり方をサ
ポートする新たな場（デジタル世界を含む）の創造

２未来会議の開催＿グループワーク



２未来会議の開催＿個人ワーク （例）



２未来会議の開催＿個人ワーク （例）



２未来会議の開催＿個人ワーク （例）



２未来会議の開催＿個人ワーク （例）



２未来会議の開催＿キーワード

〇多元性 ⇒ヒューマニティからパーソナリティへ、
一人一人が選択できるくらし(カスタマイズ)、
つながれる場やソフトのデザイン

〇官民共創 ⇒準公共という分野、社会課題はに官民がで取り組む

〇自然資源の価値化 ⇒横浜が残してきた都心に近い身近な自然の再評価、
次世代の海の価値、
グリーンインフラの防災、生態系、地域振興等の多様な効果

〇ICTの積極的活用 ⇒コミュニティのあり方、都市のあり方

〇トップダウン（大きな都市デザイン）と
ボトムアップ（小さな都市デザイン）の調停

〇ダイバーシティ ⇒誰かを想像する力、ケア
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金沢区グランドデザイン

海と丘 自然と暮らすよこはま金沢ライフ
の実現と発信

職・住・遊・学 近接タウンの再生

４金沢区マスタープロジェクト



背景

• 丘陵部と16号線、臨海部と住宅地エリアの分断

• 横浜の魅力は「海や港が身近にある」が半数以上。しか
し実情として公開されている海岸線は限定的（金沢はそ
の中ではポテンシャル大）

• 歴史的背景と共にある緑地、公園の多さ

• 市南部の縮小傾向（金沢区の高齢化率は３６％・人口減少）

• 丘陵地の高低差、高齢化、交通空白地帯の存在

• 横浜市大、関東学院大が立地。まちづくり拠点やコミュ
ニティの形成など、実地に取り組み始めている

機会

• 製造業から物流施設への転換

• 土地利用転換の可能性（産業振興センター、市大病院…）

• 防波堤の再整備と民間の参入

• 小柴自然公園の整備

• 市民団体、大学などの活動（金澤リビングラボ、並木ラボ他）

４金沢区マスタープロジェクト



「海」をひらく
〇金沢区最大の魅力である
海を暮らしに取り戻す

公 有 護 岸 の 民 間 活 力 活 用 ／
民 有 護 岸 の 公 共 的 利 用 を 促 進

直 売 所 や 飲 食
施 設 な ど 、
市 民 に 開 か れ
た
漁 港 へ
ア ッ プ デ ー ト

工 業 団 地 の 持 つ 知 や 施 設
を 開 い て 市 民 と 工 業 団 地
の 接 点 を 創 出

若 年 層 が 働 き
た い と 思 う
ワ ー ク エ リ ア
を 推 進

都 心 部 か ら 金 沢 臨 海 へ
水 上 交 通 航 路 拡 充

４金沢区マスタープロジェクト



「山」を身近な存在に
〇山や緑、歴史や農の体験
方法を増やすことで、
身近な存在として、
価値を高める。

民 間 活 力 に
よ っ て 、 山 ／
緑 地 や 公 園 と
市 民 の 接 点 を
ア ッ プ デ ー ト

歴 史 あ る も の
と 新 し い も の を
掛 け 合 わ せ て
こ こ に し か な い
体 験 を 生 む

子 ど も が
自 然 と の つ な が り を
感 じ る し か け を
積 極 的 に つ く る

４金沢区マスタープロジェクト



住宅地を
アップデートする
〇住宅地を住むだけでなく
小商いやコワーキング
など、複合的な暮らしの
場所にアップデートする

空 き 家 で 小 商 い や
コ ワ ー キ ン グ ス ペ ー ス

大 学 と 地 域 の 連 携 拠 点 や
コ ミ ュ ニ テ ィ を 支 え る シ ェ ア ハ ウ ス

農 の あ る 暮 ら し ／ 空 き 地 で 農 作 業

４金沢区マスタープロジェクト



海と丘 自然と暮らすよこはま金沢ライフ
複合的な
住宅地

S S T
小柴
区心部

「海」をひら
く

横つなぎの
スローな交通

より多様な
海との関係

「山」を身近な存在
に

➜金沢での魅力的な暮らしの実現を、公民連携事業の
点的取組みから進め、発信していくことで、
地域を知ってもらい、若い世代の移住を促進する。

４金沢区マスタープロジェクト



４金沢区マスタープロジェクト



４金沢区マスタープロジェクト



４金沢区マスタープロジェクト



４金沢区マスタープロジェクト
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